
本製品は、JCQAによりISO9001認証された事業所により管理されています

光硬化型FRPシート

VE-1000S/2000RS/500NS
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VE-1000S/2000RS/500NS
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下水処理施設、人孔、歩道橋、屋根、柱、インバー
ト、配管、その他道路等のインフラ施設など

金属、コンクリートなど
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光硬化型FRPシートとは

用途

特徴
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光硬化型FRPシートラインナップ

施工手順（例）
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VE-1000S VE-2000RS VE-500NS
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パテঢ়シート
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⿠�スチレンタイプ
⿠�補強材：ガラスマット

⿠�シートライニング工法
	 プリプレグ後貼り型 D種

⿠�スチレンタイプ
⿠�補強材：ロービングクロス/サーフェイスマット

⿠�シートライニング工法
 プリプレグ後貼り型 D種

⿠�ノンスチレンタイプ
⿠�補強材：ガラスマット

⿠�塗布型ライニング工法 D種

②プライマー塗布①下地処理（別途工事）

⑤端部処理

③光硬化型パテ塗布

⑥光照射

④光硬化型FRPシート貼付

⑦施工完了
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VE-1000S/2000RS/500NS

①プライマー
②パテ
③シート

工程 使用材料 標準使用量 施工方法

① プライマー 6.ʵ��1 ����LH�N� ϩーラーɺ࡮ໟ౳

② パテܕԽߗޫ 7&ʵ���15 ����LH�N� ίテɺΰϜϕラɺ
ໟ౳࡮

③ シートష෇͚ 7&ʵ����4 ����ຕ�N� ୤๐ϩーラー౳

④ ஈࠩॲཧ 7&ʵ���15ɺ
φイパー/4ɺఴՃࡎ ඞཁྔ ΰϜϕラ౳

⑤ ޫরࣹ ઐ༻ラϯプͳͲ ʕ ʕʕ

4

ショウゼット®VE-1000S工法 ενϨϯλΠϓ

2

3

্໘ϑΟϧϜʢಁ໌ʣ

Ψラεマοト

Լ໘ϑΟϧϜʢ੨৭ʣ
w�ΨラεマοトΛ࠾༻͍ͯ͠ΔͷͰػցతڧ౓ʹ༏Ε͍ͯ·͢ɻ
w�ϏεϑΣϊーϧܥͷϏχϧΤεテϧथࢷΛ࠾༻͍ͯ͠ΔͷͰ
଱৯ੑʹ༏Ε͍ͯ·͢ɻ

೔ຊԼਫಓஂۀࣄ
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プϦプϨάޙషΓܕシートライχϯά޻๏ͷ඼࣭֨نରԠ
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適用箇所

工程手順

1 特徴

4 対応規格

【シートの構成】

硬化後設計厚さ0.8ｍｍ以上

【施工後】



①プライマー
②パテ
③シート

工程 使用材料 標準使用量 施工方法

① プライマー 6.ʵ��1 ����LH�N� ϩーラーɺ࡮ໟ౳

② パテܕԽߗޫ 7&ʵ���15 ����LH�N� ίテɺΰϜϕラɺ࡮ໟ౳

③ シートష෇͚ 7&ʵ����34 ����ຕ�N� ୤๐ϩーラー౳

④ ޫরࣹ ઐ༻ラϯプͳͲ ʕ ʕ
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硬化後設計厚さ1.3ｍｍ以上

ショウゼット®VE-2000RS工法 ενϨϯλΠϓ

2

3
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適用箇所

工程手順

1 特徴

4 対応規格

ϩーϏϯάΫϩε

αーϑΣイεマοト

্໘ϑΟϧϜʢಁ໌ʣ

パテঢ়シート
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【シートの構成】

【施工後】
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VE-1000S/2000RS/500NS

①プライマー
②パテ
③シート

工程 使用材料 標準使用量 施工方法

① プライマー "-ɻ ��1 ����LH�N� ϩーラーɺ࡮ໟ౳

② パテܕԽߗޫ 7&ʵ��15 ����LH�N� ίテɺΰϜϕラɺ࡮ໟ౳

③ シートష෇͚ 7&ʵ���/4 ����ຕ�N� ୤๐ϩーラー౳

④ ஈࠩॲཧ 7&ʵ��15 ඞཁྔ ΰϜϕラ౳

⑤ ޫরࣹ ઐ༻ラϯプͳͲ ʕ ʕ

6

ショウゼット®VE-500NS工法 ϊϯενϨϯλΠϓ
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適用箇所

工程手順

1 特徴

4 対応規格

্໘ϑΟϧϜʢಁ໌ʣ

Ψラεマοト

Լ໘ϑΟϧϜʢ੨৭ʣ

【シートの構成】

硬化後設計厚さ
0.7ｍｍ以上

屋外暴露試験。7か月後のシート色の変化

スチレンタイプ ノンスチレンタイプ 黄変が
少ない

！

【施工後】
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工程 使用材料 性状 標準使用量 施工方法
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使用材料 内容 性状 標準使用量 備考
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使用前にඞͣ安全データシート 	SDS
 をお読みください

〈営業部〉  神奈川県横浜市神奈川区恵比須町8番地
  電話番号：045-444-1691

NFt 1 KGLot No. NH205PM87
第四類      第ೋ石油類      非水溶性      引火性ݻ体      ʮ火気厳禁ʯ      危険物等ᶙ

スチレン含有

128

1866

指針番号

国連番号

事用޻
危険

ྫྷ҉ॴ保管

[危険有害性৘ใ]
・引火性液体及び蒸気
・皮膚૑ই
・強い眼૑ই
・吸入すると有害
・吸入するとアレルΪー、ͥん（ᄶ）ଉ又は
     呼吸ࠔ೉をىこすおそれ
・呼吸器への刺激のおそれ

・Ҩ఻性࣬ױのおそれのٙい
・生৩能又は଻ࣇへのѱӨڹのおそれ
・臓器の障害（中枢神経系）
・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
  （肝臓、肝臓、神経系、血液

・水生生物にಟ性

[安全対策]
・೤、高Թのもの、火Ֆ、छ火、他の着火源͔らԕ͟けること。
・容器を密閉しておくこと
・คじん、Ԏ、Ψス、ϛスト、蒸気、スϓレーを吸入しないこと。
・保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護໘を着用すること。
[応急措置]
・ばく露又はばく露のݒ೦がある場合：医師に連絡すること。
・ばく露又はばく露のݒ೦がある場合：医師の診࡯又は手当てを受けること。

φイύー NS

危険

保管場ॴは

でおئいします

߸਑൪ࢦ    連൪߸̏１̌̓ࠃ

ৗԹྫྷ҉ॴ

δベ ン ήイル ύーΦキαイυ、δΦクチルϑタレート

Lot No.0X03
ਖ਼ຯ 15 kg

ࠞ合禁ࢭ 保護۩着用

東京都ौ୩区ܙൺण　������
連絡先：Ѫ知事業ॴ　෢๛޻場　������������

[危険有害性৘ใ]
・೤すると火ࡂのおそれ、アレルΪー性皮膚反応をىこすおそれ、強い眼૑ই、呼吸器への刺激のお
それ、生৩能または଻ࣇへのѱӨڹのおそれのٙい、ਛ臓の障害、
・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ、水生生物に非ৗに強いಟ性。

[༧๷策]
・೤、火Ֆ、छ火、高Թのもののような着火源͔らԕ͟けること。禁Ԏ。他の容器にҠしସ͑ないこ
と。保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護໘を着用すること。
[対応]
・ばく露又はそのݒ೦がある場合、医師の手当て、診断を受けること。

SDS、Χタϩグ等に示されている取扱注意事߲をඞͣकってԼさい。

[有機ա酸化物含有物]

ウレタンプライマー UM-50P

エチルベンゼン　キシレン　酢酸エチル

危険物第四類第一石油類非水溶性液体

使用前に、安全データシート（SDS）も参照してください。

危険等級Ⅱ火気厳禁

株式会社レゾナック　機能性高分子事業部発売元

[危険有害性]
・引火性の高い液体及び蒸気
・飲み込むと有害のおそれ
・吸入すると有害
・皮膚刺激
・強い眼刺激
・臓器＜中枢神経系＞の障害
・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
　＜肝臓、血管、呼吸器系、神経系＞の障害
・飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ
[安全対策]
・全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
・取扱い後は手をよく洗うこと。
・保護手袋/保護眼鏡/保護マスクを着用すること。
・環境への放出は避けること。
[応急措置]
・目に入った場合：直ちに多量の水で１５分以上洗い流し、眼科医の手当てを受ける。
・皮膚に付着した場合：汚染された衣類や靴等の汚れを落としたのち、付着部又は接触部を石鹸水で洗浄し、
　多量の水を用いて洗い流す。もし皮膚に炎症を生じた場合には医師の手当てを受ける。
・飲み込んだ場合：水でよく口の中を洗浄させる。医師の診断または手当を受けること。
[保管]
・容器を密閉しておくこと。
[廃棄]
・内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄処理業者に廃棄を委託する。
 （GHSで扱われない他の危険有害性）

最重要危険有害性：揮発性が大きく火源があれば引火しやすい
特定の危険有害性：高濃度蒸気の吸引は有害である

[危険有害性]
・引火性の高い液体及び蒸気
・飲み込むと有害のおそれ
・吸入すると有害
・皮膚刺激
・強い眼刺激
・臓器＜中枢神経系＞の障害

・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
　＜肝臓、血管、呼吸器系、神経系＞の障害
・飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ
　は有害である

国 連
番 号 1866

東京都港区東新橋1-9-1  東京汐留ビルディング  TEL:03-6263-8000 Fax:03-6263-8001連絡先 指 針
番 号 128

業務用

Lot No. 230623KD1
化学品名　溶剤含有イソシアネート基末端ウレタン樹脂

NET kg16

危険

労 働 安 全 衛 生 法
・表 示 対 象 成 分
労 働 基 準 局 長・変 質
陰性が性が認められた成分

ウレタンプライマー UM-50P

エチルベンゼン　キシレン　酢酸エチル

危険物第四類第一石油類非水溶性液体

使用前に、安全データシート（SDS）も参照してください。

危険等級Ⅱ火気厳禁

株式会社レゾナック　機能性高分子事業部発売元

[危険有害性]
・引火性の高い液体及び蒸気
・飲み込むと有害のおそれ
・吸入すると有害
・皮膚刺激
・強い眼刺激
・臓器＜中枢神経系＞の障害
・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
　＜肝臓、血管、呼吸器系、神経系＞の障害
・飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ
[安全対策]
・全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
・取扱い後は手をよく洗うこと。
・保護手袋/保護眼鏡/保護マスクを着用すること。
・環境への放出は避けること。
[応急措置]
・目に入った場合：直ちに多量の水で１５分以上洗い流し、眼科医の手当てを受ける。
・皮膚に付着した場合：汚染された衣類や靴等の汚れを落としたのち、付着部又は接触部を石鹸水で洗浄し、
　多量の水を用いて洗い流す。もし皮膚に炎症を生じた場合には医師の手当てを受ける。
・飲み込んだ場合：水でよく口の中を洗浄させる。医師の診断または手当を受けること。
[保管]
・容器を密閉しておくこと。
[廃棄]
・内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄処理業者に廃棄を委託する。
 （GHSで扱われない他の危険有害性）

最重要危険有害性：揮発性が大きく火源があれば引火しやすい
特定の危険有害性：高濃度蒸気の吸引は有害である

[危険有害性]
・引火性の高い液体及び蒸気
・飲み込むと有害のおそれ
・吸入すると有害
・皮膚刺激
・強い眼刺激
・臓器＜中枢神経系＞の障害

・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
　＜肝臓、血管、呼吸器系、神経系＞の障害
・飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ
　は有害である

国 連
番 号 1866

東京都港区東新橋1-9-1  東京汐留ビルディング  TEL:03-6263-8000 Fax:03-6263-8001連絡先 指 針
番 号 128

業務用

Lot No. 230623KD1
化学品名　溶剤含有イソシアネート基末端ウレタン樹脂

NET kg16

危険

労 働 安 全 衛 生 法
・表 示 対 象 成 分
労 働 基 準 局 長・変 質
陰性が性が認められた成分

使用材料 内容 性状 標準使用量 備考
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営業部
神奈川県横浜市神奈川区恵比須町8番地
電話番号：045-444-1691

業務用 内容量： ��kg
注意事߲ 使用前にඞͣ安全データシート 	SDS
 をお読みください

ফ๷法：危険物第 � 類アルίʵル類（非水溶性液体）
危険

L0T N0.

危険有害性
・引火性の高い液体及び蒸気
・飲み込むと有害のおそれ
・吸入すると有害
・皮膚刺激
・強い眼刺激
・臓器＜中枢神経系＞の障害
・長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害＜肝臓、血管、呼吸器系、神経系＞の障害
・飲み込んで気道に侵入すると有害のおそれ
[安全対策]
・全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
・取扱い後は手をよく洗うこと。
・保護手袋/保護眼鏡/保護マスクを着用すること。
・環境への放出は避けること。
[応急措置]
・目に入った場合：直ちに多量の水で１５分以上洗い流し、眼科医の手当てを受ける。
・皮膚に付着した場合：汚染された衣類や靴等の汚れを落としたのち、付着部又は接触部を石鹸水で洗浄し、
　多量の水を用いて洗い流す。もし皮膚に炎症を生じた場合には医師の手当てを受ける。
・飲み込んだ場合：水でよく口の中を洗浄させる。医師の診断または手当を受けること。
[保管]
・容器を密閉しておくこと。
[廃棄]
・内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄処理業者に廃棄を委託する。
 （GHSで扱われない他の危険有害性）

最重要危険有害性：揮発性が大きく火源があれば引火しやすい
特定の危険有害性：高濃度蒸気の吸引は有害である

指針番号
国連番号

129
1210

7

【ショウゼット®ＶＥ-２０００ＲＳ工法】

【ショウゼット®ＶＥ-１０００S工法】

【ショウゼット®ＶＥ-５００ＮＳ工法】
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このカタログの記載内容は’24.10月現在のものです。製品改良のためにことわりなく仕様変更する場合がありますのでご了承ください。
カタログに記載の数値は標準値であり、保証値ではありません。安全上の注意事項の詳細については別途、安全データシート（SDS）をご参照ください。

■本社・営業部
〒221-8517
横浜市神奈川区恵比須町8番地
TEL（045）444-1691
FAX（045）444-1699
https://rkc.resonac.com/dobokuzai_kp/

［■ ISO 9001 品質マネジメントシステム登録事業所］

■仙台営業所
■名古屋営業所
■大阪営業所
■福岡営業所
■関東 SCM センター
■東北 SCM センター
■中部 SCM センター
■関西 SCM センター

〒 983-0841
〒 460-0008
〒 532-0011
〒 812-0013
〒 120-0024
〒 983-0034
〒 452-0837
〒 567-0058

仙台市宮城野区原町3-7-14
名古屋市中区栄3-11-23
大阪市淀川区西中島6-5-3
福岡市博多区博多駅東1-17-1
足立区千住関屋町1-4
仙台市宮城野区扇町1-7-2
名古屋市西区十方町172
茨木市西豊川町14-3

TEL (022) 742-5077
TEL (052) 249-3151
TEL (06) 6100-2202
TEL (092) 577-1205
TEL (03) 3881-5001 
TEL (022) 231-2070
TEL (052) 501-2421
TEL (072) 641-6399

FAX (022) 291-1911
FAX (052) 249-3152
FAX (06) 6100-1232
FAX (092) 577-1206
FAX (03) 3870-3952
FAX (022) 231-2073
FAX (052) 501-2424
FAX (072) 641-6401

詳細は安全データシート（SDS）取扱説明書を参照するか、下記営業所にお問い合わせください。

〈施工上の注意〉
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＜取扱い及び保管上の注意＞
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※◎：外観異常がない（ふくれ、はがれがない）

※照度計トプコンテクノハウス製UVR-2

※コンクリート下地
試験場所/株式会社レゾナック建材内試験室

※屋外で施工する場合、日射を遮断して施工してください。日射等、強い光が当たると、すぐ
に硬化します。

31γʔτ'ܕԽߗޫ

VE-1000S/2000RS/500NS

工程
使用材料
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照度（ｍW/cm2) 1.6 1.0 0.5以下

完全硬化時間目安 ��෼ ��෼ Խͤͣߗ

日射条件 直射日光 曇り

完全硬化時間目安 �෼Ҏ಺ ��෼Ҏ಺

薬品名 濃度（％） 評価

ࢎེ �� ˕

ਣࢎ �� ˕

ਫࢎԽΧϧシ΢Ϝ ๞࿨ ˕

٢૲ࢎ � ˕




